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われわれは原発性肝癌に対する集学的治療の 1つ と

して放射線治療を検討している。今回術前療法 として,

主腫瘍および門脈腫瘍栓に対して放射線治療を行い,

その効果について検討したので報告する。

対象および方法

肝細胞癌 5例 ,胆 管細胞痛 1例 の計 6例 に対 し,X

線(2例 ,内 1例 は 198Auによる組織内照射併用)また

は速 中性子線 (4例 )で Time,Dose‐Fractionation

factor,TDF80(X線 で5000rad相当)を目標に対向二

門で照射を行った。照射野 として8×8cm以 内におさ

まるものを対象とし,照 射後 1～ 1.5カ月で切除した,

主腫瘍照射例は 4例 で,他 の 2例 は門脈腫瘍栓が存在

し,巨 大腫瘍には TAEを 施行し,腫 瘍栓には照射を

行った。

結  果

腫瘍マーカーとしての AFP,CEAの 変化は主腫瘍

照射 4例 中 3例 に明らかな低下を認めた。不変症例は

照射前より正常域であった.画 像の変化では, 6例 中

5例 に縮小を認め,不 変の 1例 もAFPの 低下を認め

てお り全例に放射線効果を認めた。切除標本の病理組

織像より放射線治療効果を大星 ・下里分類により検討

すると,主 腫瘍照射 4例 全例に IIA以上の効果が得 ら

れた。門脈腫瘍栓照射 2例 は主腫瘍には TAEを 施行

し,共 に80%が 壊死であった.腫 瘍栓への効果は 1例

は完全壊死状態で IVBで あったが,他 は Iに とどまっ

た。全例 とも,照 射前後で,全 身状態,肝 機能に著変

は認められず,副 作用は軽度であった。

考  察

原発性肝癌に対す る放射線治療は Phillips'らによ

れば2000rad以下ではほとんど効果を認めず,Ingoldの

らによれば3000rad以上ではradiation hepatitisの危

険性が高いといわれている.す なわち,腫 瘍への効果
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主ヽほ々 にはTAE併用

は不十分で正常肝の障害が強 く,臨 床に適さないと考

えられてきた。われわれは,照射野を8×8cm以 下にす

ることにより,TDF59～ 83で安全に照射することがで

き,組 織学的にも効果を確認することができた。自験

TAE併 用肝 切 除23例27結節 中,完 全 壊 死 4結 節

(15%),被 膜部または隔壁内残存16結節 (59%)無 効

7結 節 (26%)で あった.ま た,門 脈腫瘍栓合併例は

8例 で,全 例 TAEの 効果を認めなかった。すなわち,

被膜浸潤,門 脈腫瘍栓に対しては他の合併療法が必要

と考えられる。そこで放射線照射を試みたが,今 回の

検討で,放 射線治療は主腫瘍に対しても門脈腫瘍栓に

対しても効果を認め,術 前合併療法 としての有用性が

示唆された。今後,症 例をかさね,安 全かつより有効

な照射法を検討していきたい。

索引用語 :原発性肝癌術前照射
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